
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１８日（木）・１９日(金) 

受講者数  １２名 

（講師含む） 

 

○講義１ 新指導要領における社会科のねらいと社会科指導の課題。分掌が研究係なので「何が

変わるか」が分かりやすくて良かったです。２、３も具体例が多くあり、今後に生かせると思

います。 

○見通しを持って、子どもたちに目標を持たせた授業展開をしていくこと。 

○地域素材の教材化…私が今まで社会科で行ってきたことをふり返るよい機会になりました。ま

た、私が抱えている課題・悩みを解決していけるヒントになりました。 

○講義３の中で、たくさんの先生のお話を聞くことができ、課題解決の手がかりとなりました。

授業実践を見せていただき、協議することは本当に勉強になると感じました。ワークショップ

で教えていただいたことは、早速学校で実践してみたいと思います。 

○授業実践、研究講義で実際に講師の先生の授業を参観できたこと。 

○地域素材の２の講義は、もうすぐ実際の学習で入るので、参考にしていきます。講義１の社会

のねらいや身につけさせるべきことの部分、今後の授業に生かしていきます。 

 

 

 

受講者の方々の声 

落合 顕治 先生 

（黒松内町立白井川中学校） 

赤沼 隆一 先生 

（岩内町立岩内西小学校） 

佐々井利兼氏 

（後志教育局義務班主査） 


